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本 

クル アー ン は 、 生 ぶ の アッ プー に 
て 預 言 者 さま に 失 お 3 後 の 神 の 書 で 
す 。 こ の 祭 高 な 書物 が 対 
象 と し て いる の は 全 sa 
で あり 、 そ の 目的 は 全 
ん 
福 に する こと で す 。 こ の 
目的 1 ae cs VN で 
SS の ECO の IE 、 ノ クル アー 
レ を 謗 わこ と 、 理 解す る 
こと 、 合 令 と 禁止 事項 に 
従う こと が 必要 で す 。 事 
実 、 崇 高 な る アッ ラー も 
「。 5 れ あめ あの CC トト し 
た 啓典 は 、 祝 福 に 満ち 、 
その 印 を 洗 思 黙 考 する た 


め の も の で あり 、 ま た 思慮 ある 者 た ち へ の 


訓 戒 で ある 。』 ( サ ア ド 章 第 2 9 節 ) 「 本 
当 に この クル アー ン は 、 正 しい ( 道 へ の ) 
導き で あり 、 ま た 善い 行い を する 信者 へ の 
吉報 で や る 。 か れ ら に は 僅 大 な 報 所 が 授け 
られ る 。」 ( 夜 の 旅 草 第 9 節 ) ! だ が これ 
(クル アー ン ) は 、 わ れ が 下 し た 祝福 され 
た 磨 典 で ある 。 だ か ら こ れ に 従っ て 、 あ な 
た が た の 義務 を 尽く し な さい 。 恐らく あな 
た は 、 慈 悲 に 浴 す る で あろ う 。」 (家畜 章 
第 155 節 ) と 仰せ られ まし た 。 

つま り ク ルアー ン を 読む こと の 目的 は 
それ を 理解 する こと で あり 、 理 解す る こと 
の 目的 は その 定め る と ころ に し た が っ て 行 


動 す る こと 、 そ れ が 示す 道 を 進む こと で す 。 


トル コ の 国民 的 詩人 メ フ メ ッ ト ・ ア キ フ は 
次 の よう に 読ん で いま す 。 「 ク ルアー ン の 
理解 は それ を 学ぶ こと で ある 。 な ぜ な ら 私 
た た ち は ク ル デ アー ン の 意味 を 知ら な い 。 江 だ 
私 た ち は ク ルアー ン の ペー ジ を 開き それ を 
見 る ある い は 死者 の 土 に 息 を 吹き か け 通 
り 過 ぎる クル テー ン は その た め に 下さ れ 


よっ 


この で は だ い 


上 暴 で す 『 た めで は な い 





それ を 正しく 知り な さい 
占い の た めで も な 
い 」 
筐 尽 蔵 の 知識 、 英 知 、 そ し て 
幸福 の 湖 で ある クル アー ン は 、 
その 光 に よっ て 世界 を 明る く 
し 、 魂 に 癒し を 与え 、 人 々 が 
強い 良心 と 健全 な 信仰 を 持つ 
こと を 助け 、 理 性 や 心 を 照ら 
す 祭 高 な る 書物 な の で す 。 
だ か ら 人 生 の 意味 を 理解 し 、 
よい 人 に な る た め に 、 変 化し 
発展 し て いく 世界 の 困難 な 状 
中 NIC の この OOY で きる の る より うり 、 
クル デア デーン を 頼り 、 そ こ か ら 
全 午 を 得る こと が 必要 で す 。 


本 99 か 
比類 な き そ の 美 を 理解 し 、 そ の 原則 を 
FM 生生 


人 頼 が クル レル アー ン に 向かい 、 
どじ した | 科 に ほ 、 


それ を 道標 
最も 進ん だ 文明 を 手 に し て 


いま し た 。 預言 者 さま は この 真実 を 次 の よ 


うに 計ら れ て いま す 。 


疑い も な く 、 ア ッ 


ー は クル アー ン に よっ て 行動 する も の を 
二 め られ る 。 それに 従わ な い 者 を 低く 下げ 


られ る 。 そし て 後に 残さ れる 。」 


| クル ア 


ー ン に し っ か り と 結び つい て いな さい 。 そ 


れ を 導き 者 、 道 標 と し な さい 。 
諸 世 界 の 主 ア ッ ラ ー の 神 加 な 言 


2 テン (は 


な ぜ だ な ら ク 


葉 で ある か ら で あ る 」 


